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特別区議会議長会、
東京都に対し要望活動を実施

特
別
区
議
会
議
長
会
は
9
月
3
日
、
令
和
4
年
度
の

東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

要
望
内
容
は
、
各
区
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
項
目
を

も
と
に
、
7
月
の
議
長
会
で
整
理
の
う
え
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

大
和
田
伸
会
長
（
杉
並
区
議
会
議
長
）、
木
内
清
会

計
監
事
（
墨
田
区
議
会
議
長
）
が
都
庁
を
訪
問
し
、
多

羅
尾
光
睦
東
京
都
副
知
事
ら
と
面
談
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
和
田

会
長
か
ら
8
項
目
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
趣
旨

説
明
を
行
い
、「
い
ず

れ
の
要
望
事
項
も
特
別

区
に
と
っ
て
、
緊
急
か

つ
重
要
な
課
題
で
あ
る

の
で
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
ご
努
力
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。」

と
要
請
し
ま
し
た
。

次
に
、
木
内
会
計
監

事
か
ら
要
望
内
容
の
実

現
を
求
め
て
発
言
し
ま
し
た
。

多
羅
尾
副
知
事
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め

8
項
目
、
い
ず
れ
も
特
別
区
政
に
非
常
に
重
要
な
テ
ー

マ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

こ
の
1
年
半
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
明
け
暮
れ
た
が
、
特

別
区
議
会
議
長
の
皆
様
に
は
、
各
区
長
の
皆
様
と
車
の

両
輪
と
な
っ
て
、
東
京
都
と
連
携
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
を
す
す
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

今
、
医
療
非
常
事
態
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
都
と
し
て
は
病
床
の
確
保
、
酸
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
が
、
基
本

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
徹
底
し
た
推
進
で
あ
る
。
各
区
の

必
要
な
ワ
ク
チ
ン
量
を
適
宜
適
切
に
確
保
し
て
い
く
こ

と
を
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
厳
し
い
条

件
の
中
、
成
功
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
も
特
別
区
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
た
ま
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
競
技
場
建
設
、
感
染
対
策
な
ど
、

様
々
な
面
で
ご
協
力
い
た
だ
き
各
区
議
会
の
皆
様
に
心

か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー

に
つ
い
て
も
、
都
と
特
別
区
が
一
緒
に
な
っ
て
育
て
、
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
出
口
戦
略
は
今
後
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
東
京
の
コ
ロ
ナ
後
の
持
続

的
発
展
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
今
回
ご
要
望
い
た
だ
い

た
交
通
、
地
域
交
通
、
防
災
防
犯
対
策
等
い
ず
れ
も
東

京
の
持
続
的
発
展
に
不
可
欠
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
都
政

と
区
政
が
一
緒
に
な
っ
て
要
望
い
た
だ
い
た
行
政
課
題
を

前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

【
東
京
都
議
会
へ
の
支
援
要
請
活
動
】

9
月
7
日
に
、

大
和
田
会
長
及
び

木
内
会
計
監
事
が

都
議
会
を
訪
れ
、

都
議
会
の
三
宅
議

長
・
本
橋
副
議
長

に
対
し
、
要
望
事

項
の
実
現
に
向
け

た
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
8

日
、
大
和
田
会
長

他
役
員
議
長
計
5

名
が
都
議
会
を
訪

れ
、
主
要
会
派
に

対
し
、
要
望
事
項

の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

「
令
和
4
年
度
東
京
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る

要
望
」
の
本
文
は
、
特
別
区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.tokyo23city-gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

要望活動の様子

大和田会長（右）、木内会計監事（左）、
支援要請書を持つ三宅東京都議会議長（中央右）、

本橋東京都議会副議長（中央左）

令和4年度東京都の施策及び予算に関する要望事項

要　　　　　　望　　　　　　事　　　　　　項
1　新型コロナウイルス感染症対策に伴う総合的な支援を求める要望
2　児童相談所設置に向けた財政措置を求める要望
3　特別区財政調整交付金に関する要望
4　鉄道連続立体交差事業の一層の推進を求める要望
5�　地域交通の不便解消に向けたコミュニティ交通整備への財政支援
を求める要望
6�　保育士家賃借り上げ支援補助の更なる継続及び幼稚園教諭に対し
て保育士家賃借り上げ支援補助と同等程度の支援補助事業の実施を
求める要望
7�　防犯カメラの維持管理費等に係る町会・自治会等の負担軽減を求
める要望
8　路上生活者対策事業の充実を求める要望

要望活動の支援要請の様子
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
8
月
21
日

（
土
）
に
令
和
3
年
度
管
理
職
選
考
筆

記
考
査
を
大
正
大
学
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

〈
全
体
の
受
験
状
況
〉

受
験
者
数
は
Ⅰ
類
（
全
部
、
分
割

（
※
1
）
及
び
免
除
受
験
方
式
（
※

2
））
及
び
Ⅱ
類
を
合
わ
せ
た
全
体
で

7
2
7
人
で
33
人
増
加
し
、
受
験
率
は

87
・
9
％
で
1
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
。

〈
選
考
種
別
の
受
験
状
況
〉

Ⅰ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
6
6
3
人

で
36
人
増
加
し
、
受
験
率
は
87
・
4
％

で
2
・
0
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

Ⅱ
類
全
体
の
受
験
者
数
は
64
人
で
3

人
減
少
し
、
受
験
率
は
94
・
1
％
で

0
・
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

〈
受
験
方
式
別
の
受
験
状
況
〉

全
部
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
3
1
人
で
14
人
増
加
し
、
分
割
受
験

方
式
の
受
験
者
数
は
1
8
8
人
で
30
人

増
加
し
、
前
倒
し
受
験
方
式
（
※
3
）

の
受
験
者
数
は
3
0
9
人
で
30
人
減
少

し
ま
し
た
。

受
験
率
は
全
部
受
験
方
式
及
び
分
割

受
験
方
式
で
増
加
し
、
前
倒
し
受
験
方

式
で
減
少
し
ま
し
た
。

免
除
受
験
方
式
の
受
験
者
数
は

2
4
4
人
で
8
人
減
少
し
、
受
験
率
は

92
・
4
％
で
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
。

〈
今
年
度
の
特
徴
〉

今
年
度
の
管
理
職
選
考
筆
記
考
査
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
な
か
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
Ⅰ
類
の
受
験
者
数
及
び
受

験
率
は
、
昨
年
度
に
比
べ
増
加
と
な

り
、
Ⅱ
類
に
つ
い
て
は
、
受
験
者
数
及

び
受
験
率
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
倒
し
受
験
方
式
の
受
験
者

及
び
受
験
率
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
引
き
続
き
高
い
受
験
率
を

維
持
し
て
お
り
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合

わ
せ
、
計
画
的
に
受
験
を
し
て
い
る
方

が
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
今
後
の
予
定
〉

口
頭
試
問
進
出
者
の
通
知

9
月
29
日
（
水
）

口
頭
試
問

10
月
16
日
（
土
）
及
び
17
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
1
日

合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・
短
答
式
問

題
受
験
の
免
除
者
の
通
知

10
月
29
日
（
金
）

（
※
1
）�分
割
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
る
た

め
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
み
を
受

験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
2
）�免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
を
得
て
い

る
人
が
、
記
述
式
問
題
及
び
論
文
式

問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

（
※
3
）�前
倒
し
受
験
方
式
と
は
、
主
任
の
職

に
あ
り
、
そ
の
在
職
期
間
が
3
～
5

年
目
の
人
（
経
験
者
採
用
制
度
に
よ

り
採
用
さ
れ
た
人
等
の
特
例
あ
り
）

が
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
る
た
め
、
択
一
・
短
答

式
問
題
の
み
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

令和3年度 管理職選考筆記考査実施状況
昨年度に比べ受験者数及び受験率は増加

2　Ⅰ類（前倒し受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減

Ⅰ
類（
前
倒
し
）

事　務 3,432 3,526 △ 94 273 286 △ 13 8.0 8.1 △ 0.1 251 263 △ 12 91.9 92.0 △ 0.1

技
術

Ⅰ（土木造園） 216 222 △ 6 28 26 2 13.0 11.7 1.3 23 24 △ 1 82.1 92.3 △ 10.2

Ⅱ（建築） 188 195 △ 7 19 24 △ 5 10.1 12.3 △ 2.2 18 23 △ 5 94.7 95.8 △ 1.1

Ⅲ（その他） 396 400 △ 4 20 31 △ 11 5.1 7.8 △ 2.7 17 29 △ 12 85.0 93.5 △ 8.5

小　計 800 817 △ 17 67 81 △ 14 8.4 9.9 △ 1.5 58 76 △ 18 86.6 93.8 △ 7.2

合　計 4,232 4,343 △ 111 340 367 △ 27 8.0 8.5 △ 0.5 309 339 △ 30 90.9 92.4 △ 1.5

1　Ⅰ類（全部、分割及び免除受験方式）及びⅡ類� （単位：人、％）

種別 選考区分
有資格者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減

Ⅰ
類

事　務 13,125 13,090 35 528 519 9 4.0 4.0 0.0 459 438 21 86.9 84.4 2.5

技
術

Ⅰ（土木造園） 685 679 6 100 98 2 14.6 14.4 0.2 94 87 7 94.0 88.8 5.2

Ⅱ（建築） 499 479 20 48 47 1 9.6 9.8 △ 0.2 39 38 1 81.3 80.9 0.4

Ⅲ（その他） 1,436 1,421 15 83 70 13 5.8 4.9 0.9 71 64 7 85.5 91.4 △ 5.9

小　計 2,620 2,579 41 231 215 16 8.8 8.3 0.5 204 189 15 88.3 87.9 0.4

Ⅰ類計 15,745 15,669 76 759 734 25 4.8 4.7 0.1 663 627 36 87.4 85.4 2.0

Ⅱ
類

事　務 656 657 △ 1 46 55 △ 9 7.0 8.4 △ 1.4 42 52 △ 10 91.3 94.5 △ 3.2

技　術 171 175 △ 4 22 16 6 12.9 9.1 3.8 22 15 7 100.0 93.8 6.2

Ⅱ類計 827 832 △ 5 68 71 △ 3 8.2 8.5 △ 0.3 64 67 △ 3 94.1 94.4 △ 0.3

合　計 16,572 16,501 71 827 805 22 5.0 4.9 0.1 727 694 33 87.9 86.2 1.7

1－2　Ⅰ類（分割受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減

Ⅰ
類（
分
割
）

事　務 138 120 18 121 104 17 87.7 86.7 1.0

技
術

Ⅰ（土木造園） 38 29 9 34 24 10 89.5 82.8 6.7

Ⅱ（建築） 13 11 2 10 8 2 76.9 72.7 4.2

Ⅲ（その他） 27 24 3 23 22 1 85.2 91.7 △ 6.5

小　計 78 64 14 67 54 13 85.9 84.4 1.5

合　計 216 184 32 188 158 30 87.0 85.9 1.1

受験方式別内訳
1－1　Ⅰ類（全部受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分
申込者数 受験者数 受験率

３年度 ２年度 増減 ３年度 ２年度 増減 ３年度 ２年度 増減

Ⅰ
類（
全
部
）

事　務 211 209 2 175 157 18 82.9 75.1 7.8

技
術

Ⅰ（土木造園） 28 33 △ 5 27 29 △ 2 96.4 87.9 8.5

Ⅱ（建築） 21 18 3 16 13 3 76.2 72.2 4.0

Ⅲ（その他） 19 21 △ 2 13 18 △ 5 68.4 85.7 △ 17.3

小　計 68 72 △ 4 56 60 △ 4 82.4 83.3 △ 0.9

合　計 279 281 △ 2 231 217 14 82.8 77.2 5.6

1－3　Ⅰ類（免除受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分
免除者数 申込者数 申込率 受験者数 受験率

3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減 3年度 2年度 増減

Ⅰ
類（
免
除
）

事　務 268 279 △ 11 179 190 △ 11 66.8 68.1 △ 1.3 163 177 △ 14 91.1 93.2 △ 2.1

技
術

Ⅰ（土木造園） 40 41 △ 1 34 36 △ 2 85.0 87.8 △ 2.8 33 34 △ 1 97.1 94.4 2.7

Ⅱ（建築） 19 25 △ 6 14 18 △ 4 73.7 72.0 1.7 13 17 △ 4 92.9 94.4 △ 1.5

Ⅲ（その他） 43 34 9 37 25 12 86.0 73.5 12.5 35 24 11 94.6 96.0 △ 1.4

小　計 102 100 2 85 79 6 83.3 79.0 4.3 81 75 6 95.3 94.9 0.4

合　計 370 379 △ 9 264 269 △ 5 71.4 71.0 0.4 244 252 △ 8 92.4 93.7 △ 1.3

令和 3 年度管理職選考受験状況総括表
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9
月
29
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

令
和
2
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

�

（
認
定
）

・�

千
歳
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

足
立
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

中
防
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
第
二
プ
ラ
ン
ト
補

修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て�

（
可
決
）

・�

世
田
谷
清
掃
工
場
プ
ラ
ン
ト
制
御
用
電
算
シ
ス
テ

ム
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・�

和
解
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

9
月
17
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・�

令
和
2
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算
の
認
定
に
つ

い
て�

（
認
定
）

・
特
別
区
分
配
金
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

9
月
16
日
に
第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
3
年
第
3
回
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合

議
会
定
例
会
議
決
等
案
件

認
定
案
件

・�

令
和
2
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

�

（
認
定
）

条
例
案
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
可
決
）

報
告
案
件

・�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
宿

所
提
供
施
設
新
幸
荘
の
建
物
明
渡
し
に
係
る
訴
え

の
提
起
）

�

（
了
承
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
に
関
す

る
点
検
及
び
評
価
の
報
告
（
令
和
2
年
度
）
に
つ

い
て

�

（
了
承
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

令
和
3
年
第
3
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の

結
果

令
和
3
年
第
3
回
東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

の
結
果

令
和
3
年
第
3
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果
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特別区職員経験者採用試験・選考及び
就職氷河期世代を対象とする採用試験

第１次試験・選考実施状況
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
9
月
11
日
（
土
）
に
、
特

別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
及
び
就
職
氷
河
期

世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
の
第
1
次
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

◆
特
別
区
職
員
経
験
者
採
用
試
験
・
選
考

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
を
拓
殖
大
学
及
び
大
正
大

学
の
2
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
経
験
者
採
用
試
験
・

選
考
は
、
全
採
用
区
分
の
合
計
で
、
受
験
者
数
が

2
4
4
3
名
と
な
り
、
採
用
予
定
者
に
対
す
る
合
格
倍

工
科
大
学
で
実
施
し
ま
し
た
。
就
職
氷
河
期
世
代
を
対

象
と
す
る
採
用
試
験
は
、
受
験
者
が
9
7
4
名
と
な

り
、
採
用
予
定
者
に
対
す
る
合
格
倍
率
は
、
27
・
8 

倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10
月
22
日
（
金
）、
第

2
次
試
験
は
11
月
3
日
（
水
）、
最
終
合
格
発
表
は
11

月
19
日
（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

率
は
7
・
7
倍
と
な
り
ま
し
た
。

第
1
次
試
験
・
選
考
の
合
格
発
表
は
10
月
22
日

（
金
）、
第
2
次
試
験
・
選
考
は
10
月
30
日
（
土
）、
10

月
31
日
（
日
）、
11
月
6
日
（
土
）、
7
日
（
日
）
の
う

ち
指
定
す
る
1
日
、
最
終
合
格
発
表
は
11
月
19
日

（
金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆�

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
特
別
区
職
員
採
用

試
験

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採
用
試
験
を
東
京

経験者及び就職氷河期世代を対象とする採用試験・選考日程

経験者 就職氷河期世代

第1次試験・選考 実施済（9月11日（土））

第1次試験・選考合格発表 10月22日（金）

第2次試験・選考
10月30日（土）、31日（日）、
11月6日（土）、7日（日）
のうち指定する1日

11月3日（水）

最終合格発表 11月19日（金）

令和 3 年度 経験者採用試験・選考第 1 次試験・選考実施状況

採用区分 試験・選考
区　　　分

採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍　率

A（名程度）　　 B�（名）　　 C�（名）　C/B�（％）　C/A� （倍）

１　

級　

職

事　　務 110 1,799 1,302 72.4 11.8

土木造園
（土木）

9 48 35 72.9 3.9

建　　築 15 45 35 77.8 2.3

機　　械 6 29 19 65.5 3.2

電　　気 8 37 24 64.9 3.0

福　　祉 14 63 51 81.0 3.6

児童福祉 14 24 21 87.5 1.5

児童指導 13 14 12 85.7 0.9

児童心理 10 33 30 90.9 3.0

小　　計 199 2,092 1,529 73.1 7.7

２　

級　

職

（
主　

任
）

事　　務 44 1,093 762 69.7 17.3

土木造園
（土木）

5 35 19 54.3 3.8

建　　築 4 26 20 76.9 5.0

福　　祉 13 53 42 79.2 3.2

児童福祉 20 28 27 96.4 1.4

児童指導 9 13 12 92.3 1.3

児童心理 9 9 9 100.0 1.0

小　　計 104 1,257 891 70.9 8.6

３　

級　

職

（
係
長
級
）

児童福祉 6 15 13 86.7 2.2

児童指導 2 1 1 100.0 0.5

児童心理 8 9 9 100.0 1.1

小　　計 16 25 23 92.0 1.4

合　　計 319 3,374 2,443 72.4 7.7

令和 3 年度 就職氷河期世代を対象とする採用試験第 1 次試験実施状況

採用区分 試験区分
採用予定数 申込者数 受験者数 受 験 率 倍　率

A（名程度）　　 B�（名）　　 C�（名）　C/B�（％）　C/A� （倍）

就職氷河期世代 事　務 35 1,359 974 71.7 27.8
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■�

東
京
2
0
2
0
大
会
の
御
礼
に
つ
い
て

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
等
に
つ

い
て

■
各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ

い
て

■
令
和
3
年
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

■
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

令
和
3
年
8
月
11
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に

係
る
被
災
自
治
体
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
特
別
区
議
会
議
長
会
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
3
年
9
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等9.16

会
長
区

9.17

会
長
議

9
月
10
日
（
金
）
に
、
今
年
度
の
特
別
区
立
幼
稚

園
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
最
終
合
格
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

本
年
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
に
3
0
6
名

が
受
験
し
ま
し
た
。
第
1
次
選
考
合
格
者
及
び
第

1
次
選
考
免
除
者
を
対
象
と
し
た
実
技
と
面
接
試

験
に
よ
る
第
2
次
選
考
の
受
験
者
数
は
1
3
7
名

で
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
格
者
9
名
、
補
欠
者
35
名
と
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
合
格
者
は
31
名
減
で
、
最

終
合
格
率
は
、
2
・
7
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
各
区
教
育
委
員
会
に
対
し
、
選
考
結
果
に

基
づ
き
採
用
候
補
者
の
提
示
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・
副
園
長
選
考
は
、
筆
記

試
験
（
論
文
）
を
7
月
25
日
（
日
）、
面
接
試
験
を
8

月
21
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
結
果
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特別区立幼稚園園長選考・副園長第1次選考実施結果

選考区分 園長選考 副園長第1次選考

受験者数（名）A 8（7） 12（5）

合格者数（名）B 6（5） 12（5）

合格率（％）B／A 75.0（71.4） 100.0（100.0）

※副園長第1次選考受験者12名は、筆記試験免除
※（　）内は昨年度実績

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
選
考
及

び
副
園
長
第
1
次
選
考
の
実
施

結
果

特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施結果
採　用　年　度

項　目 3年度 2年度

A　応募者数（名） 387 440
B　第1次選考免除者数（名） 25 21
C　第1次選考受験者数（名） 306 378

D　（C/（A-B））受験率（％） 84.5 90.2

E　第1次選考合格者数（名） 132 147
F　（E/C）合格率（％） 43.1 38.9

G　（B+E）第2次選考受験対象者数（名） 156
（※B：辞退者1） 168

H　第2次選考受験者数（名） 137 154
I　（H/G）第2次選考受験率（％） 87.8 91.7
J　最終合格者数（名） 9 40
K　（J/（B+C））最終合格率（％） 2.7 10.0
L　補欠者数（名） 35 49

特別区立幼稚園教員採用候補者選考の
実施結果
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「茨城ふるさとフェア」を開催します

9
月
30
日
、
板
橋
区
が
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
、「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
し

て
政
令
指
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

本
年
度
中
に
は
、
板
橋
区
を
令
和
4
年
7
月
に

「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
し
て
指
定
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※�　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
、
特
別
区
が
政
令
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
児

童
相
談
所
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�　

こ
の
改
正
を
受
け
て
、
22
区
が
設
置
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
を
表
明
し
、
都
と
の
調
整
や

都
・
他
県
市
の
児
童
相
談
所
へ
の
派
遣
研
修
等
を

行
い
な
が
ら
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

�　

現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和
2
年
度
に
世
田
谷
区
、

江
戸
川
区
、
荒
川
区
が
、
ま
た
本
年
４
月
に
港
区

が
児
童
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

茨
城
県
と
特
別
区
が
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
都
市
交
流
事
業
「
茨
城
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
」
を
、
好
評
を
い
た
だ
い
た
一
昨
年
の
開
催

か
ら
2
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

茨
城
県
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
特
産
品
、
農
産
物
、

観
光
情
報
が
東
京
区
政
会
館
に
大
集
合
し
ま
す
。

当
日
は
、
物
産
展
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出

展
し
、
茨
城
県
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
弁
当
販
売
も

行
い
ま
す
。

茨
城
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

令
和
3
年
10
月
28
日
（
木
）
11
時
～
15
時

　

（
荒
天
時
は
中
止
）

【
場
所
】

　

東
京
区
政
会
館
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

（
千
代
田
区
飯
田
橋
3

−

5

−

1
）

【
主
催
】

　

茨
城
県
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

【
後
援
】
千
代
田
区

【
参
加
団
体
】（
予
定
）

　

�

水
戸
市
、
古
河
市
、
常
陸
太
田
市
、
北
茨
城
市
、
笠

間
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
潮
来
市
、
那
珂
市
、
筑
西

市
、
坂
東
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
桜
川
市
、
鉾
田

市
、
小
美
玉
市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城
里
町
、

八
千
代
町
、
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
（
茨
城
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
事
業
推
進
課

　

0
3

−

5
2
1
0

−

9
9
1
3

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ご
来
場
に

あ
た
り
、
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
手
指
消
毒
等
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
会
場
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
場
合
は
、（
公
財
）
特
別
区
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
茨
城
県
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

板
橋
区
が
「
児
童
相
談
所
設
置

市
」
の
政
令
指
定
を
要
請

調
査
研
究
報
告
会
の
開
催
結
果
の
概
要

令
和
3
年
7
月
7
日
（
水
）
及
び
8
日
（
木
）
の
2

日
間
に
わ
た
っ
て
、
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
の
調

査
研
究
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
に
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
全
11
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
報

告
し
ま
し
た
。
延
べ
3
1
4
人
（
研
究
者
等
32
人
、
区

職
員
等
2
8
2
人
）
が
聴
講
し
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

8
月
末
ま
で
当
日

の
模
様
を
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
し
、
延

べ
8
1
3
回
視
聴
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
新
規

調
査
研
究
テ
ー
マ

の
紹
介

令
和
4
年
度
は
、

表
の
6
テ
ー
マ
に

つ
い
て
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

各
テ
ー
マ
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
今
後
の
調
整

を
経
て
区
職
員
の

ほ
か
学
識
経
験

者
、
専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
、
1
年
間
の
研
究
を
経

て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
報
告
書
を
作
成
公
表
す
る
予
定

で
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　

調
査
研
究
報
告
会
の
開
催
結
果

及
び
令
和
4
年
度
新
規
調
査
研

究
テ
ー
マ
の
紹
介
に
つ
い
て

テーマ名 提案区

タワーマンション等大規模集合住宅を含む地域コミュニティの醸成 中央区

特別区の未来を見据えた子育て支援 港　区

水害時の避難及び共同住宅の機能強化 江東区

循環型経済の推進による持続可能な経済発展に向けて、特別区が取り組むべき施策 世田谷区

特別区におけるDXの推進～ビッグデータを活用したまちづくり～ 板橋区

データ利活用の推進 葛飾区

※板橋区・葛飾区の提案については、研究テーマを調整のうえ、一本化して実施予定
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「特別区全国連携プロジェクト」
令和3年度第1回全国連携講演会
（オンライン）を開催しました

令
和
3
年
8
月
19
日
（
木
）、「
未
来
社
会
の
創
造

と
自
治
体
間
連
携

−

環
境
・
教
育
・
技
術
か
ら
考
え

る
地
域
の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

演
会
を
開
催
し
、
1
3
5
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
基
調
講
演
と
課
題
提
起
・
事
例
紹
介
及

び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
】

●�
沼
尾
波
子
氏
（
東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学

科
教
授
）「
個
性
豊
か
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
地
域

の
創
出
と
自
治
体
間
連
携
」

�〈
概
要
〉
遠
隔
自
治
体
間
連
携
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
紹
介
と
分
析
を
踏
ま
え
た
今
後
の
連
携

の
可
能
性
、
人
材
交
流
を
活
用
し
た
特
別
区
と
遠

隔
自
治
体
と
の
新
た
な
連
携
へ
の
期
待
等

【
課
題
提
起
・
事
例
紹
介
】

●�

小
野
文
明
氏
（
全
国
町
村
会
財
政
部
副
部
長
）「
連

携
の
新
し
い
カ
タ
チ
を
考
え
る
」

�〈
概
要
〉
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
地
域
間
連
携
、
連
携
を
継
続
・
深
化
さ
せ
る
た

め
の
新
し
い
カ
タ
チ
の
追
求
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
地
域
間
連
携
等

●�

戸
部
正
紀
氏
（
群
馬
県
川
場
村
む
ら
づ
く
り
振
興

課
長
）「
田
園
理
想
郷
の
む
ら
づ
く
り
」

��〈
概
要
〉
農
業
プ
ラ
ス
観
光
（
政
策
）、
世
田
谷
区

と
の
都
市
交
流
事
業
、
道
の
駅
川
場
田
園
プ
ラ
ザ

事
業
、
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
事
業
、
川
場
村
新
拠

点
構
想
等

●�

大
谷
昇
氏
（
世
田
谷
区
生
活
文
化
政
策
部
区
民
健

康
村
・
ふ
る
さ
と
交
流
課
長
）「『
第
2
の
ふ
る
さ

と
』
づ
く
り
か
ら
自
治
体
間
連
携
へ
」

��〈
概
要
〉
川
場
村
と
の
縁
組
協
定
（
区
民
健
康
村
事

業
、
世
田
谷
川
場
ふ
る
さ
と
公
社
の
設
立
）、
縁
組

協
定
10
周
年
記
念
「
友
好
の
森
」
事
業
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
連
携
等

●�

山
田
良
司
氏
（
大
田
区
産
業
経
済
部
長
）「
羽
田
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の

地
方
創
生
と
大
田
区
の
も
の
づ
く
り
」

�〈
概
要
〉「
新
産
業
・
創
造
発
信
拠
点
」
形
成
に
向

け
た
政
策
目
的
実
現
型
の
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
羽
田
か
ら
発
信
す
る
新
た
な
自

治
体
連
携
モ
デ
ル
等

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

●�

上
記
の
小
野
文
明
氏
・
戸
部
正
紀
氏
・
大
谷
昇

氏
・
山
田
良
司
氏
の
4
名
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
上
記
の
沼
尾
波
子
氏

�〈
概
要
〉
連
携
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
・
要

素
、
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン

グ
機
能
の
重
要
性
、
都
市
と
地
方
の
D
X
人
材
の

交
流
・
連
携
、
コ
ロ
ナ
後
の
連
携
・
交
流
の
形
と

課
題
等

※�

講
演
会
の
内
容
は
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
http://collabo.tokyo-23city.or.jp/

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）
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特別区職員研修所からのご案内

12月の研修メニューを紹介します

 研修名：児童心理司（3～4年目）第1回
対　象：児童心理司 3 ～ 4 年目（※）の職員、児童福祉司、一時保護所職員、その他
　　　　子ども家庭福祉行政に携わる職員
　　　　※�子ども家庭支援センター等における児童心理に関連する業務経験がある場合は、児童心理司としての

経験年数に加算することができる。
内　容：①　子どものアセスメント　　　　　　③　ペアレント・トレーニング

（予定）　②　法的申立てにおける心理所見

日時：12月上旬・下旬
　　　9：00～17：00

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

課税③ 12／6（月）・12／7（火）・
12／8（水）・12／10（金） 住民税賦課業務を担当する職務経験2年程度の職員

自治体債権の管理・回収（演習） 12／8（水） 基礎研修修了程度の知識を有し、債権の管理・回収業務を担当する職員
政策形成のための統計分析（基礎） 12／22（水） 政策形成および事業計画策定に携わる職員
歯科保健 12月上旬 保健所・保健センター等に勤務する歯科医師・歯科衛生士

児童相談所関連研修

児童福祉司任用前講習会・指
定講習会②（合同実施）

12／6（月）・12／7（火）・12／8（水）・
12／13（月）・12／15（水）・
12／23（木）・12／24（金）

児童福祉司任用前講習会；�社会福祉主事たる資格を得た後、一定の期間児童福祉事
業等に従事した職員、子ども家庭福祉に携わる職員等

指定講習会；保健師、保育士等一定の資格・免許等を有する職員
児童福祉司スーパーバイザー
研修（後期）

12／20（月）・12／23（木）・
12／24（金） 児童福祉司としておおむね5年以上の職務経験を有する職員

司法面接③ 12／16（木）・
12／17（金）

児童相談所及び子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する職員、児童
福祉司任用前講習会・指定講習会修了者、その他子ども家庭福祉行政に携わる職員

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑩ 12／2（木） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話によるポジティブ・アプ
ローチ⑥

12／16（木）・
12／17（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

クレーム対応⑨ 12／13（月） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員
マネジメント実践のための
チームコーチング④

12／3（金）・
1／11（火） 係長級以上の職員 ★�チーム（係）としての成果を最大化できる部下の育成や支

援を効果的に行うスキルを身につけたい係長級の職員

メンタルヘルスマネジメント
④ 12／3（金） 係長級の職員

★�メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス不
調の予防や早期発見・早期対応方法等のマネジメント知識
を身につけたい係長級の職員

サポート研修

地方公務員法⑥ 12／24（金） 1級職の職員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務
を行いたい1級職の職員

地方自治法⑦ 12／21（火） 1級職の職員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから
地方自治法を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

政策法務 12／16（木）・
12／17（金） 主任以下の職員 ★�政策法務について学び、習得した知識・視点等を事業運営等

の実務で活用したい主任以下の職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、12月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部1月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方
法や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
11月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　北海道、青森県、岩手県及び秋田県は、世界遺産「白
神山地」や「知床」など、美しく豊かな自然が今なお色
濃く残る、緑豊かなところです。この豊かな自然の恵み
を受け、今から約1万5千年前に、私たちの祖先は、縄
文文化という素晴らしい文化を築きました。
　本講座では、「北海道・北東北の縄文遺跡群」が自然と
人間との共生の在り方を示す資産として顕著な普遍的価
値といわれる理由と世界遺産に登録されるまでの経緯か
ら、北海道、青森県、岩手県及び秋田県の専門家とともに、
各地遺跡群の魅力を解説していきながら巡りたいと思い
ます。

講　師：山田 昌久　東京都立大学 特任教授、
　　　　山田 康弘　東京都立大学 教授 ほか
日　時：�11月6日～12月11日　土曜日
　　　　14：30～16：00（6回）
受講料：15,100円
場　所：オンライン形式
※アーカイブ（録画）配信あり
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての
  《オンライン形式》講座となります。

●江戸・東京の都市景観� 【講座コード：2131T006】

●北海道・北東北の縄文遺跡群の魅力� 【講座コード：2131G103】
　― 研究者と巡る世界遺産 ―

講　師：山田 幸正
	� 東京都立大学 特任教授 ほか
日　時：11月1日～22日　月曜日
　　　　19：00～20：30（4回）
受講料：10,100円
場　所：オンライン形式
※アーカイブ（録画）配信あり
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての
  《オンライン形式》講座となります。

　メトロポリス東京の原型は、当時も世界最大級の都市
であった江戸期に形成がはじまっています。まず江戸が
あり、それが東京となり、そして3500万の巨大都市圏
となりました。本講座では、その発達と都市景観の移り
変わりを様々な文献や絵図、実際に残る遺構などから紹
介します。

•「江戸・東京の歴史的建造物−その概要と見所−」
•「奇跡の江戸風景画−「江戸一目図屏風」と「江戸名
所図会」
•「江戸の武家屋敷、東京の武家屋敷」
•「大都会江戸の墓地景観」
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適
正
な
分
別
・
排
出
に
ご
協
力
を
！

昨
年
度
よ
り
東
京
23
区
内
の
清
掃
工

場
で
は
、
不
適
正
な
ご
み
の
搬
入
事
例

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

の
清
掃
工
場
に
上
記
写
真
の
よ
う
な
受

入
基
準
に
反
す
る
不
適
物
が
搬
入
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
焼
却
炉
を
停
止
し
て
、

不
適
物
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

清
掃
工
場
を
停
止
さ
せ
ず
、
安
定
的

に
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
、
区
民
一
人

一
人
が
ご
み
の
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
東
京
23
区
の
生
活

環
境
を
衛
生
的
に
保
つ
た
め
に
、
清
掃

工
場
は
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
適
正

な
分
別
・
排
出
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
適
正
搬
入
防
止
月
間
で
の
主
な
取
組

清
掃
工
場
と
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン

タ
ー
で
、
不
適
正
ご
み
の
搬
入
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
搬
入
物
検
査
を
強
化
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
清
掃
工
場
内
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
や
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
搬

入
監
視
も
同
様
に
強
化
し
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
管
理
課
）

10月は不適正搬入防止月間です!!

新江東清掃工場に搬入された繊維状のロール（不適物の理由：工場が定める寸法を超過）

北清掃工場に搬入されたウレタンシート、ござ、
フローリング材等（不適物の理由：産業廃棄物）

有明清掃工場に搬入された全長1.8mの紙製の筒
（不適物の理由：工場が定める寸法を超過）

新江東清掃工場に搬入された缶詰、瓶、
缶など（不適物の理由：焼却不適物、
産業廃棄物）

ごみ怪獣
「フーネン」

ごみ怪獣
「カーネン」
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「ごみの収集・運搬は各区が
行っています」

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
は
、

東
京
23
区
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
中

間
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の

収
集
・
運
搬
は
各
区
が
行
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
ご
み
が
中
間
処
理
施
設
ま

で
運
ば
れ
る
東
京
23
区
清
掃
行
政
の
流

れ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
　
ご
み
の
収
集
　
●

ご
み
の
種
類
ご
と
に
収
集
す
る
曜
日

と
エ
リ
ア
を
定
め
、
ご
み
量
の
季
節
変

動
や
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
作
業
計

画
を
策
定
し
、
効
率
的
な
作
業
を
行
い

ま
す
。

東
京
23
区
で
は
、
家
庭
ご
み
の
処
理

手
数
料
は
無
料
（
1
日
に
10
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
る
ご
み
を
を
出
す
場
合
を
除

く
）
で
、
粗
大
ご
み
と
事
業
系
ご
み
は

有
料
で
す
。

●
　
ご
み
の
運
搬
　
●

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

運
転
台
が
白
、
荷
台
が
青
に
塗
装
さ
れ

た
ご
み
収
集
車
が
運
搬
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
に
運
搬
す
る
た
め
、
ご

み
の
種
類
（
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・

粗
大
ご
み
）
ご
と
に
運
搬
方
法
を
定
め

て
い
ま
す
。

 

可
燃
ご
み 

可
燃
ご
み
は
、
各
区
の
収
集
現
場

で
、
ご
み
収
集
車
（
小
型
プ
レ
ス
車
な

ど
）
に
積
み
込
み
、
直
接
、
清
掃
工
場

に
搬
入
し
ま
す
。
ご
み
収
集
車
は
容
量

が
規
定
量
に
達
す
る
と
、
一
度
、
清
掃

工
場
に
搬
入
し
、
再
度
、
収
集
現
場
に

向
か
い
ま
す
。

 

不
燃
ご
み 

不
燃
ご
み
は
、
中
防
不
燃
ご
み
処
理

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
京
浜
島
不
燃
ご
み

処
理
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
ま
す
。
ど
ち

ら
の
施
設
も
湾
岸
沿
い
に
立
地
し
て
お

り
、
輸
送
の
効
率
性
や
交
通
渋
滞
の
緩

和
等
を
図
る
た
め
、
船
舶
中
継
所
・
陸

上
中
継
所
を
設
置
し
、
大
型
車
や
船
舶

に
積
み
替
え
て
運
搬
し
て
い
ま
す
。

 

粗
大
ご
み 

粗
大
ご
み
は
、
主
に
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
角
を
超
え
る
大
型
家
具
等
で
、
粗

大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
に
搬
入
し
ま

す
。
中
継
所
が
あ
る
区
で
は
、
小
さ
な

収
集
車
か
ら
大
き
な
車
両
に
積
み
替
え

て
中
継
輸
送
し
、
輸
送
の
効
率
性
や
交

通
渋
滞
の
緩
和
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

可燃ごみの収集作業（中野区）

ごみの搬入の様子（足立清掃工場）陸上中継所（新宿区新宿中継・資源センター）

受入ヤードに
搬入された粗大ごみ

（粗大ごみ破砕
処理施設）

粗大ごみの
積替え作業
（文京区）

船舶中継所（千代田区三崎町中継所）

ごみ収集車（小型プレス車）
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おかげさまでTCK公式Twitterは10万フォロワーを突破！

おおいに馬活（うまかつ）しようぜ！キャンペーン実施中！
東京シティ競馬（TCK）は、Twitterでファンの皆さまと一緒に大井競馬を盛り上げる「おおいに馬活（うまかつ）し

ようぜ！TCK公式アン馬（バ）サダーキャンペーン」を実施中です。TCKの楽しみ方をいろいろな視点で発信してくれ
る方を「TCK公式アン馬サダー」に任命し、任命後は、TCKを楽しんでいる様子やレースの感想、推し馬とのエピソー
ドなどをツイートして大井競馬をおおいに盛り上げていただきます。ご覧のみなさまも、ぜひTCKで馬活（うまかつ）
をお楽しみください！

【アン馬サダー募集について】
●応募期間　第3期：2021年10月1日（金）〜10月20日（水）　　　　　●キャンペーン特設サイトは
　　　　　　第4期：2021年11月1日（月）〜11月20日（土）　　　　　　コチラから▶▶▶︎

TCK公式YouTubeチャンネル
　　　　　　動画コンテンツ続々配信中
TCK公式YouTubeチャンネルでは、ライブ配信番組「ウマ
きゅん」のほかにも、動画コンテンツを続々配信中です。さまざ
まな形で大井競馬を支える“裏方”に密着し、業務内容や隠れた
努力などを紹介する『競馬場のお仕事』シリーズや、普段は見ら
れないジョッキーの素顔に迫る『TCKジョッキーズトーク』な
ど、普段は見ることのできない舞台裏をお届けします。ぜひご覧
ください。

� （競馬事務局　広報課）
　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

7 8/2〜6 7,684,275,350円 829,601人 1,536,855,070円 165,920人 9,260円 91.5% 95.2% 96.2%
8 8/16〜20 8,380,917,300円 875,365人 1,676,183,460円 175,073人 9,570円 118.9% 116.4% 102.1%

TCK公式YouTubeチャンネルは
コチラから！▶︎▶︎▶︎
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ネットで地方競馬を楽しむなら！ 全国の地方競馬全レースが買える！ライブが見られる！

50円から買える！「トリプル馬単」も発売！

馬券を買うだけでお得なポイントが貯まる！

最短15分でスパッと馬券購入！
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12月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和
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水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

浦和競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催 東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京２歳優駿牝馬

大井競馬開催

11月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●11月2日（火） ●1,600ｍ

ハイセイコー記念（SⅠ）
●11月17日（水） ●1,600 m

1996年に従来の「関東盃」から現在のレース
名に改称。名称はTCKと米国・サンタアニタ競馬
場の友好交流提携を結んだことに由来します。

ハイセイコーが1972年の青雲賞で記録した１分39秒２の優
勝タイムは、40年以上の歳月を経た現在も破られていません。
TCKが生んだ国民的スターホースの偉業を称え2001年に現
在のレース名に改められました。昨年からグレードが「SⅡ」から
「SⅠ」に格上げされ、さらに南関東期待の若駒たちが集まる注
目のレースとなりました。

サンタアニタトロフィー ハイセイコー記念

大井競馬開催

勝島王冠

勝島王冠
（SⅡ）
●12月8日（水）
●1,800m

レース名はTCKの所在地（品川区勝島）に由
来します。年末の東京大賞典へのステップ
レースとして2009年に準重賞から重賞とな
り、2018年からはグレードが「SⅢ」から「SⅡ
」に格上げされました。年末の大一番を目指
す南関東の有力馬がひしめく、ハイレベルで
注目度の高いレースです。

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（水）
●2,000m

一年の総決算として行われる年の瀬のビッグ
イベント。2011年から地方競馬初となる国際
GⅠに格上げとなり、国際競走として実施されて
います。日本全国から集結したダートグレード
戦線の実績馬に加え、海外で活躍する実力馬
が参戦可能になり、その年のダートNo.1を決
める真のグランプリレースとなりました。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（木）
●1,600m

年末に3日連続で行われる重賞の第2弾は、
年の瀬のダートを彩るレディーたちが競演す
るマイル戦の牝馬重賞。年明けの交流重賞
に向けて、地方所属馬の勢力図を確認する意
味でも見逃せない一戦です。

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（金）
●1,600m

2021年のラストを飾る重賞は、デビュー間も
ない2歳馬の女王決定戦。ゴール写真判定装
置やスターティングゲートの採用などTCKに
は国内初の試みが数多く存在しますが、2歳牝
馬の重賞創設もJRAに先んじた画期的な試み
でした。翌年春のクラシックロードに向けて、若
き乙女たちが精一杯の走りを繰り広げます。

大井競馬開催


